
プリオン病サーベイランスデータの管理・運用の研究

解 説

1. 厚労省衛生行政報告によるプリオン病の登録件数を把握したところ、
2014年度を契機に70歳以上の世代での登録数の減少が認められた。

2. 支払基金データによる解析では、CJDを入院、外来で診療が行われてい
る二次医療圏は50に留まる傾向が示された。

3.  医療機関に対する調査により新規発症の63例のCJDの半数の症例は特
定機能病院において把握されている傾向が示された。

4. 個人票のデジタル化促進に向けて、項目を必要十分なものにする必要性
について提案を行った。

研究分担者：国立保健医療科学院 健康危機管理研究部 金谷泰宏

平成29年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果

R

R

R

A B

C D

E F G

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 3 3 2 1 2 4 3 1 1 1 1
6 5 7 7 9

15
8 8 9 10 9

4
9 12 13

19
13 15

22 24
18 22 22

16

49
41 39

48
43

51

63
56 55

45

63

49

115 117
111 112

128 124

141
146

136
145 147

118
125

142

159

177 181

217

254

269

256
264

342

257

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

0 9 10 19 20 29 30 39 40 49 50 59 60 69 70

50

100

150

200

250

300

350

特定疾患調査解析システム
Barthel

Index
導入

解析完了 データ取得予定

わが国におけるプリオン病患者の把握数の推移（厚労省衛生行政報告）
疾患別の二次医療圏における医療提供状況
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社会保険診療報酬支払基金レセプトデータ（2009年12月〜2010年2月、2011年2月〜4月審査分）
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①基本情報 （共通）
②診断基準 （疾患特異）
③既往歴 （疾患特異）
④臨床所見 （疾患特異）
⑤重症度 （共通・疾患特異）
⑥検査所見 （疾患特異）
⑦鑑別診断 （疾患特異）
⑧治療その他（共通・疾患特異）
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臨床調査個人票（OCR対応）の簡素化


